
小規模企業景気動向調査  

[平成２８年３月期調査] 

～小売業を中心に改善がみられた小規模企業景況～ 

2016 年 4 月 28 日 

全国商工会連合会 
＜調 査 概 要＞ 

調査対象：全国約300商工会の経営指導員 
調査時点：2016年3月末 
調査方法：対象商工会経営指導員による調査票への選択記入式 

＜産 業 全 体＞ ◇…小売業を中心に改善がみられた小規模企業景況…◇ 
3 月期の小規模企業景気動向調査では、産業全体の業況 DI（景気動向指数・前年同月比）は小幅に改善と

なった。項目別に見ると、売上額、採算、資金繰り DI とも小幅改善となった。経営指導員からは、2 月期の落ち込み
から回復基調にあるが、力強さはないとの報告があり、一部の業種で上向いているとの報告がある一方、依然とし
て先行きの不透明感は継続しているとの報告があった。 

＜製 造 業＞ ◇…繊維関連や印刷機器関連の受注増でわずかに上向いた製造業…◇ 
製造業の業況 DIは、わずかながら改善となった。項目別に見ると、売上額及び資金繰り DI は小幅改善、採算

DI は若干の改善となった。経営指導員から、好転材料として、繊維関連や印刷機器関連で需要の増加に伴い受注
が増加した、などの報告があった。また、悪化材料としては、①金属部品関連で受注単価が厳しい状況である、②食料
品関連で原材料の高騰が利益をひっ迫しているなどの報告があった。 

＜建 設 業＞ ◇…人手不足や暖冬による受注低下でわずかに悪化した建設業…◇ 
建設業の業況 DI は、わずかに悪化となった。項目別に見ると、売上額及び採算 DI は小幅悪化、資金繰り DI

はわずかに悪化となった。経営指導員から、悪化材料として、①降雪量が少なく除雪関連の受注が大幅に減少し
た、②人手不足が解消されず、工期も厳しく受注できないなどの報告があった。また、好転材料としては、電気工
事関連や建築塗装関連で、受注は限定的だが増加しているなどの報告があった。 

＜小 売 業＞ ◇…春物の衣料品や新生活向け家電製品の売上増加により、一時的に大幅改善を示した小売業…◇ 
小売業の業況 DI は、大幅改善となった。項目別に見ると、売上額DI が13.5pt 改善し、採算、資金繰り DI とも大

幅改善となった。経営指導員から、好転材料として、①衣料品関連で春物等の季節商品の動きがあった、②新生
活向けの商品や家電製品関連の売上があがっている、③石油類販売の小売業では、原油価格の下落により販
売量が増加したなどの報告があった。また、悪化材料としては、節約志向が強く消費が冷え込んでいるなどの報
告があった。 

＜サービス業＞ ◇…宿泊・観光業で長期休暇や歓送迎の需要が増加し、小幅に改善したサービス業…◇ 
サービス業の業況 DI は、小幅改善となった。項目別に見ると、売上額 DI、資金繰り DI とも小幅改善、採算 DIは

大幅改善となった。経営指導員から、好転材料として、①宿泊・観光業において、春休み期間に入ったことにより
売上が増加している、②低調であった飲食業界では、歓送迎のシーズンを迎え少し動きがでているなどの報告が
あった。また、悪化材料としては、クリーニング需要の伸び悩みや地域により観光業等の人材確保難などの報告が
あった。 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国商工会連合会 企業環境整備課 

〒100－0006 東京都千代田区有楽町1-7-1 有楽町電気ビル北館19F TEL：03-6268-0085 FAX：03-6268-0997 担当：山元 

業 種
2月 3月 前月比 2月 3月 前月比 2月 3月 前月比

売上額 ▲ 24.5 ▲ 19.8 4.7 ▲ 17.2 ▲ 14.1 3.1 ▲ 16.1 ▲ 18.1 ▲ 2.0
採  算 ▲ 24.0 ▲ 21.5 2.5 ▲ 19.9 ▲ 18.3 1.6 ▲ 23.2 ▲ 25.3 ▲ 2.1

資金繰り ▲ 20.5 ▲ 17.8 2.7 ▲ 17.6 ▲ 15.0 2.6 ▲ 19.1 ▲ 20.9 ▲ 1.8
業  況 ▲ 25.8 ▲ 22.9 2.9 ▲ 21.3 ▲ 20.8 0.5 ▲ 20.1 ▲ 21.4 ▲ 1.3

業 種
2月 3月 前月比 2月 3月 前月比

売上額 ▲ 41.7 ▲ 28.2 13.5 ▲ 23.1 ▲ 18.8 4.3
採  算 ▲ 32.2 ▲ 26.8 5.4 ▲ 20.6 ▲ 15.5 5.1

資金繰り ▲ 28.5 ▲ 21.1 7.4 ▲ 16.9 ▲ 13.9 3.0
業  況 ▲ 37.5 ▲ 29.9 7.6 ▲ 24.1 ▲ 19.5 4.6

産業全体 製造業 建設業

小売業 サービス業 注）DI（景気動向指数）は
各調査項目について、増加
（好転）企業割合から減少
（悪化）企業割合を差し引い
た値を示す。
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小規模企業景気動向調査(月次)

産業全体の業況…過去10年のトレンド…
悪化

好転

DI

16年/3月
-22.9

09年1月
調査開始以来最低数値
(－82.5)記録

08年09月15日
リーマン破産
法適用申請

06年7月14日
日銀ゼロ金
利政策解除

08年1月2日
NY原油先物初
の100ドル突破

07年8月9日
BNPパリバ、傘下の3ファ
ンドの償還を一時凍結

11年3月
東日本大震災

14年4月
消費税率8％に
引上げ



小規模企業景気動向調査（3月期）における商工会経営指導員の主なコメント
＊コメントについては、経営指導員回答の原文を掲載。

１．景気全般
＜改善傾向を示すコメント＞
・2月の落ち込みから回復基調にあるが、力強さまでは至らない。

(長野県安曇野市商工会)
・自動車関係・衣料品など春先の季節需要がある。また、日銀のマイナス金利の影響で金融機関では、一部の優
良事業者には積極的な融資を推進している。

(福井県坂井市商工会)
・観光関連は好調である。特に飲食店や宿泊施設が増加している。

(沖縄県本部町商工会)
・3月春休みシーズンになり観光客が増加している。また、外国人観光客も目立って増えている。

(鹿児島県屋久島町商工会)
＜悪化傾向を示すコメント＞
・卒・入学シーズンで、関連商品の小売やセレモニーに伴う理美容業、クリーニング業の需要が伸びる時期であるが、
地域内では少子化傾向が留まらず、年々受注量は減少しており、活気が乏しい状況である。

(石川県富来商工会)
・消費低迷の長期化により、先行き不透明感が増す中、全般的に厳しい状況が続いている。

(埼玉県鳩山町商工会)
・地域全体の経済状況の落ち込みは多少落ち着いてはいるものの、未だ景気がいいとは言えない状況が続いてい
る。また、郊外の大型店舗に顧客が流れている動きは依然として継続中である。

(新潟県黒埼商工会)
・　3月の景気動向は、先月に引き続き横ばい傾向にある。燃料費や原材料費などは下落傾向ではあるが、消費の
動きも弱く、先行きは、不透明である。

(香川県さぬき市商工会)
２．製造業
＜改善傾向を示すコメント＞
・縫製関連の製造業は、生産の国内回帰傾向により受注が増えている。

(秋田県北秋田市商工会)
・印刷機器関連は、業者で使用する様々な印刷機器の需要が増加しており受注も好調。事業所によっては3～5
年間は毎年500万の売上増強が見込めるとのこと。

(山形県上山市商工会)
・原油安により、経費節減に繋がった分利益の確保に繋がった傾向が強い。

(北海道小平町商工会)
・繊維関連の製造業は、ものづくり補助金等の活用により新製品の売り上げを伸ばし、わずかながらも収益増につな
がっている企業も増えている。

(群馬県中之条町商工会)
＜悪化傾向を示すコメント＞
・年度末は例年だと忙しいのだが、今年についてはそのような駆け込み需要がみられず、全体として業況は悪化して
いる。

(東京都羽村市商工会)
・水産加工業関連の製造業は仕入値の高騰や原材料の不足があり、業況は好転しているとは感じられない状況で
ある。

(千葉県鋸南町商工会)
・金属部品関連の製造業では、引き合いも安定しているが、単価等も依然として厳しい状況が続いている状況であ
る。

(鳥取県米子日吉津商工会)
・食料品関連の製造業は昨年4月ぐらいからの原材料の値上げが利益をひっ迫している。

(鹿児島県日置市商工会)
３．建設業
＜改善傾向を示すコメント＞
・建築塗装関連に塗装業は公共以外の仕事も順調にあるため、売上は少しではあるが上がってきている。

(静岡県浜名商工会)
・電気工事関連の建設業は、建築業者からの受注の増加により稼働率が良い。

(青森県市浦商工会)
・建設業は全体的に受注拡大により、売上拡大になっている。

(東京都東大和市商工会)
・公共工事は落ち着いたようで、今後に不安。建築業は、ある程度受注を抱えている。

(島根県石央商工会)



＜悪化傾向を示すコメント＞
・冬期間の降雪量が極端に少なく、除雪関連の売り上げが例年の3分の1しかなく、公共事業もこの時期は無いため
冷え込んでいる。

(秋田県かづの商工会)
・土木関連の建設業は、公共・民間共に好調だが利幅がとれず採算ベースには乗らない場合が多い。

(山形県上山市商工会)
・人手不足が解消されず、工期も厳しく受注できない場合もある。特に技術者が不足している。なお、求人の給与も
上昇しているが、それでも雇用確保は難しい。

(香川県さぬき市商工会)
・土木工事業は、公共事業の減少により厳しい。

(佐賀県多久市商工会)
４．小売業
＜改善傾向を示すコメント＞
・衣類は例年並み、食料品は好調であった。また、新生活に伴う家電製品の購入で売上げが増加している。

(佐賀県神埼市商工会)
・衣料品は春到来が早いと予測し、冬物バーゲンの実施と春物仕入を早めたため、売上は好調。また、耐久消費
財も新生活者向け商品がやや好調。

(富山県射水市商工会)
・石油類販売の小売業は、原油価格の下落により灯油及びガソリン等の販売量が増加した。

(青森県市浦商工会)
・洋服関連の小売業は、厳しい状況下ではあるが季節的要因があり売上は前年並み。

(山形県上山市商工会)
＜悪化傾向を示すコメント＞
・衣料品関連の小売業は、大型店同士の客の取り合い激化を受け、厳しい状態が長引いている。

(群馬県中之条町商工会)
・消費傾向は、必要なもの以外の購入は少なく、節約傾向が続いている。年度末の決算セールなどでも思ったより
売り上げは伸びていない。

(香川県さぬき市商工会)
・全般的に消費の意欲が低下している。バーゲンやセール等で遠方まで出かけて消費する反動で、その分当地では
節約するという消費行動になっており、益々消費が冷え込んでいる。

(石川県能登町商工会)
・プレミアム付商品券の発行により一時的な消費喚起はあったものの売上は、減少傾向にある。

(秋田県白神八峰商工会)
５．サービス業
＜改善傾向を示すコメント＞
・暖冬の影響で飲食業界は低調だが、３月に入り卒業、人事異動、送別会シーズンを迎え少し動きが出ている。

(山形県南陽市商工会)
・宿泊・観光に関連するサービス業は、学生などの春休み期間に入ったことや春の観光シーズン（体験型観光）など
で売上・入込客数が一番増加している。

(千葉県鋸南町商工会)
・宿泊関連のサービス業は、外国人観光客増加のため、売上は増加している。

(長崎県対馬市商工会)
・洗濯関連のサービス業は、対前年比で燃料代が減少しているため、多少収益率改善に寄与しているが、その他は
大きな変化はない。

(鳥取県中部商工会産業支援センター)
＜悪化傾向を示すコメント＞
・小規模なクリーニング業は、クリーニング需要の伸び悩みで売上が落ちているところが多くみられる。また、毛布を洗え
るコインランドリーチェーンの出店が多く見られ、その影響も出ているとのこと。

(鹿児島県かごしま市商工会)
・洗濯業では、下旬に一時的に冷え込む日が続いたため、冬物の持ち込みが多少少なかった。

(岡山県備前東商工会)
・旅館関連のサービス業は、インバウンド客は増加傾向にあるが、国内旅行者の減少をカバーしている程度である。
人材の確保難が続いている。

(鳥取県中部商工会産業支援センター)
・送別会シーズンの宴会需要が低調であること、理美容業の来店頻度の低下等、全体的に低調に推移した。

(秋田県由利本荘市商工会)


